
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島市植物公園 

見どころ案内 

2022 年 2 月 19 日 
通巻第 531 号 

✿ 毎週土・日曜日・祝日 午後１時半～３時２０分は、ガイドボランティアが園内を案内します✿ 
✿ 毎月第２火曜日・第４土曜日 午前１１時～は、職員による植物うんちく語りを実施します ✿ 

展示会のご案内 
 
◇展示資料館 

カカオとチョコの秘密展 
（1/29～2/24） 

「草木染の世界」展 
（2/26～4/6） 

◇大温室及び展示温室 
春の特別ラン展 

    （2/19～2/27） 

アイスチューリップ（ユリ科） 
 特別な冬咲きチューリップで
はなく、人工的な温度処理により
冬に咲かせたものです。寒い時期
に咲くため、⾧期間花を楽しむこ
とができます。 

雪吊り 

ハボタン 

カエンボク（ノウゼンカズラ科）  

 世界三大花木の一つ。赤橙色が
普通の花色ですが、当園の株は黄
色で珍しいです。咲き始めでつぼ
みが多数ついています。 

シナマンサク 
    （マンサク科） 
中国原産。黄色いリボン
状の花びらが目を引きます
（赤い品種もあり）。花が枯
れ葉と同時に樹についてい
るのも特徴の一つです。隣
ではソシンロウバイも咲い
ています。 

ウメ ’冬至’ （バラ科） 
早咲きのウメ、冬至が

見ごろです。近くの八重
寒紅や雪吊りとあわせ
てご覧ください。 

ニホンズイセン ハナモモ ‘雛遊び’ 
（バラ科） 

 広島市で発見された早
咲きのハナモモの園芸品
種。例年よりも少し早
く、淡桃色の花が咲き始
めました。 

アロエやカランコエ

など多数開花 

春の特別ラン展開催中 
約 5,000 株 20 万輪の洋ランの

競演♪（今年はランの展示と、

販売のみで、他のイベントは全

て中止させていただきます） 

スノードロップ 
（ヒガンバナ科） 

ミチノクフクジュ
ソウと同じくスプリ
ング・エフェメラルの
一つで、和名は「マツ
ユキソウ（待雪草）」と
呼ばれます。 

ウメ 

現場にはこの表示
がしてあります。 

麦の芽生え （イネ科） 
 現在は足で踏むことは少
なくなりましたが、今は“麦
踏み”の適期です。必要に応
じて職員が踏んでいますの
で、お客様が踏むのはご遠
慮下さい。 

ミチノクフクジュソウ 
（キンポウゲ科） 

「春の妖精」（スプリング・エフェメラ
ル）が見頃です。フクジュソウ１種に分
類していたものを最近は地域毎に４種類
に分けることが一般的です。 


